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第3章 要請サイトの調査 

3-1 自然条件 

自然条件調査では対象地域における水文、気象、地形、地理、地質、水理地質、自然災害の発生状

況に関する情報を収集した。特に、水理地質情報については、既存井の位置、深度及び水質等に関す

る台帳、ケニア国や各国ドナー等による物理探査や試掘等の調査結果、水理地質図等を収集・分析し、

対象サイトにおける既存井の水量・水質等、地下水ポテンシャル等の状況を把握した。なお、対象地

域では、地下水中に高濃度のフッ素イオンが含まれる地域があることが報告されており、既存の井戸

情報から現状把握に努めた。また、現地踏査を行い、サイト周辺の地形、地質、水源の状況、自然災

害の痕跡等を確認した。 

（1）既存資料の収集 

今回の調査では自然条件および水理地質などに関する下記の資料を収集した。 

表 3-1-1 収集資料の概要 

分野 収集資料 現地確認等 
水文 河川分布図  
気象 月別データ 10 年間（降雨量・気温）  
地形 縮尺 1/5 万地形図（調査地域をカバー） 

人工衛星画像検索図 
一部現地確認 

地質 縮尺 1/25 万地質図（一部） 
縮尺 1/5 万地質図（一部） 

一部現地確認 

水理地質 水源開発計画関連報告書 
水理地質関連図面集 
工事・調査会社登録リスト 

一部の既設水源の位置と

状況を現地確認 
パックテストで水質確認 

自然災害 資料収集なし 一部現地確認 
既往調査 電気探査結果  
既設井戸 既設井戸のリストと揚水量 

高地部でのボーリング井戸工事記録 
既設井戸地下水分析結果 
既往電気探査結果 

パックテストで水質確認 
 

 

（2）リフトバレー州及び大バリンゴ県の概況 

ケニアの国土は南西部の標高900m以上の高地ケニアと海岸付近の東部や北部の低地ケニア

に大きく分けられる。また、国土の中央部を南北に貫いて走るアフリカ大地溝帯（リフトバレ

ー）がある。リフトバレーはサバンナ気候で大草原の中に野生動物が棲息し、マサイ族等の放

牧民が住んでいる。気候は内陸熱帯性気候で、年間降雨量は 630mm であるが、北部乾燥地帯

のほとんど降雨のない砂漠から、西部山岳地帯の 1800mm の地域まで降雨量に大きな差があ

る。 

リフトバレー州は、ケニア国西部の大半を占めるケニア国最大の州であり、北部はエチオピ

ア、スーダン、ウガンダと接し、南部でタンザニアと接する。また、東で東部州、南東部で中

央州及びナイロビ州と接し、南西部で西部州、ニャンザ州、南端で海岸州と接する。リフトバ

レー州の国土面積は 17.4 万 km2 であり、州都はナクル市である。大地溝帯に位置するため、

州の名前もこれに由来する。大地溝帯の地質学的な条件は世界でも稀なものであり、北部にス
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グタ渓谷、中北部にバリンゴ湖及びボゴリア湖、中部にナクル湖、南部にナイバシャ湖、マガ

ディ湖、ナトロン湖及びロンゴノット山、ススワ山等の火山がある。また、赤道付近よりトゥ

ルカナ湖へケリオ川が流れている。 

大バリンゴ県はリフトバレー州の 11,195km2 を占め、東経 35 度 30 分から 36 度 30 分、北緯

0 度 10 分から 1 度 40 分の範囲に位置する。北側はツタカナ県と西ポコット県、西側はケイヨ

県とマラクエット県に接し、南東側はサムブル県とライキピア県に、南側はナクル県に接して

いる。 

（3）地形 

図 3-1-4 に調査地の地形区分を示す。調査地はリフトバレーの東西に発達した急峻な山岳地

帯、リフトバレー沿いの低地平原およびその間の丘陵地または溶岩台地から構成される。リフ

トバレー沿いにはバリンゴ湖、ボゴリア湖が存在している。標高は調査地南西部のツゲン高原

で海抜 3000m、バリンゴ湖やボゴリア湖およびケリオ渓谷で海抜 1000m 前後である。 

（4）地質 

図 3-1-5 に調査地の概略の地質図を示す。調査地の一部の地域では縮尺 1/25 万分と縮尺 1/5

万の地質図が発行されているので、地質分布の詳細を知ることができる。また縮尺 1/5 万地形

図を用いると溶岩台地や河川沿いの堆積物、山地の麓の堆積物の分布状況を把握することが可

能である。 

大バリンゴ県の主要部分はリフトバレー沿いの低地（中央低地）と及びその両端の高地から

形成されている。調査地の西側に位置するツゲン高原は東側にバリンゴ湖-ボゴリア湖から形

成される盆地に、西側はケリオ渓谷に境されている。調査地でもっとも古い基盤岩は先カンブ

リア紀の地層で北部地域に分布している。火山岩類はリフトバレー沿いに分布している。異な

る地質時代のリフトバレーの活動は調査地では、いろいろな種類の地質複合体（玄武岩、トラ

カイト、フォノライトなどの溶岩流、熔結凝灰岩、泥岩・砂岩などの堆積岩類など）が形成さ

れている。 

調査地で最も若い火山岩はバリンゴ湖の北部に位置する中央火山体（Korisi,Paka,Silali など）

でトラカイトと玄武岩噴出物である。バリンゴ湖やボゴリア湖の周辺では現在も温泉活動と浅

い震源の地震活動がある。 

（5）気候 

1）降水量 

地下水開発の可能性を検討するうえで、降雨量は重要な資料であるので、今回、カバルネッ

ト市、マリガット市、セレツニン市、コッロア市、ケモリンゴット市など多数の観測所の月別

降雨量のデータを入手したが、欠損しているデータが多く年間の降雨量が積算できないので、

長期間の観測データがそろっているカバルネット市とマリガット市についてのみ記載する。カ

バルネット市はバリンゴ県の県庁所在地で、標高約 2100m の山地に位置している。マリガッ

ト市はカバルネット市の東方約 28km、地溝帯の谷底平野部の標高約 1000m に位置している。 

図 3-1-1 に年間降雨量の長期変遷を示す。カバルネット市については、2001 年～2008 年の
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8 年間の年間平均降雨量は 1478mm で、最高が 2007 年の 1940mm、最低が 2002 年の 1108mm

となっており、かなり降雨量が多い。一方、マリガット市については、2000 年～2008 年の 9

年間の年間平均降雨量は 476mm で、最高が 2007 年の 927mm、最低が 2000 年の 203mm とな

っており、カバルネット市と近い距離にありながら標高の影響で降雨がかなり少なくなる。 
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図 3-1-1 年間降雨量の長期変遷 

 

月別の降雨量は年較差が大きく、例えば降雨量の多いカバルネット市の 7 月の雨量だけを見

ても、2003 年の 16.7mm から 2000 年の 303.4mm までの差がある。そこでカバルネット市につ

いては 2001 年～2008 年の 8 年間の月別平均値を、マリガット市については 2000 年～2008 年

の 9 年間の月別平均値を図 3-1-2 に示す。降雨量は 10 月～3 月が少なめで、4 月～9 月が多め

ではあるが、乾季と雨季の月別降雨量の差は 2～3 倍程度であり、全く雨が降らない季節があ

るわけではない。 
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図 3-1-2 月別平均降雨量 

 

2）風速 

ナクル観測所で 1996 年から 2004 年までの 10 年間の月別平均風速は 2.3m/sec～3.9m/sec の

範囲の値を示し、年間の平均風速は 3.1m/sec であり、風速は年間を通じてそれほど強くない。

風力ポンプの設置分布は、図 3-1-3 に黒点で示されているようにバリンゴ湖周辺やケニア山及

びナイロビの山地の麓に多い。 
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表 3-1-2 ナクル観測所月別平均風速（1996-2004 年の 10 年間）    単位:m/sec 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年平均 

3.9 4.6 3.8 2.7 2.7 2.5 2.6 3.0 2.9 2.5 2.3 3.4 3.1 

 

 
図 3-1-3 ケニア国における風力ポンプ設置箇所 

 

（6）自然災害 

今回の概査では、特に大きな地滑り地帯等は確認されなかったが、高地部の斜面では小規模

な表層滑りが認められた。 

 

   

バリンゴ湖

 

ケニア山
 

ナイロビ 
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図 3-1-4 地形区分図 
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図 3-1-5 調査地の地質図 
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図 3-1-6 降水量分布図 
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3-2 社会経済状況 

（1）ケニア国の概況 

ケニア国はアフリカ大陸の東部中央に位置し、国土面積は 58.3万 km2、人口は約 3,853万人、

1 人当たり GNI は 770 US$（2008 年世銀）である。 

ケニア国は、製粉、繊維、セメント、製油工業などの軽工業を中心に、東アフリカ諸国の中

では最も工業化が進んでいるものの、その生産額は全体の 3 分の 1 程度であり、コーヒー、茶、

園芸作物等の農業物生産を中心とする農業国である。農業が GDP（国民総生産）の約 25％、

労働人口の約 60％を占めている。1990 年代後半、旱魃及びエルニーニョ現象による大雨のた

め農作物やインフラに深刻な被害が生じ、治安の悪化もあって、2000 年にはマイナス成長と

なったが、2003 年以降は好調な経済成長を記録した（2005 年は 5.8％、2006 年は 6.1％、2007

年は 7.0％）。他方、2008 年の経済成長率は 1.7%にとどまった。その後、観光業、建設業を牽

引役に、経済は徐々に回復基調を見せている（2009 年の成長率は 3.0％）。また、2008 年 6 月

にケニア政府は 2030 年には中所得国入りを目指す長期経済開発戦略「Vision 2030」及び同戦

略の第一次中期 5 ヵ年計画（MTP 2008 - 2012）を公表している。 

（2）行政単位 

ケニアの行政単位は、中央（Government）＞ 州（Province）＞ 県（District）＞ 郡（Division）

＞ 大字（Location）＞ 字（Sub Location）の階層に区分されている。Location は数万人、Sub 

Location は数千人の規模であり、一つの Sub Location には数箇所の Village（村）が含まれる。

なお、Village は自治組織であり、村長は住民の投票で選ばれるか長老などが務めることにな

っているが、行政職でないので給与はない。 

（3）リフトバレー州 

ケニア国は 8 州に区分され、対象地区となるリフトバレー州はケニア国西部の大半を占める

もっとも大きな州で、人口は約 699 万人、面積は 17.4 万 km2（1999 年センサス）、州都はナク

ル市である。リフトバレー州は大地溝帯に位置し、高地部では降雨にも恵まれ農業が盛んであ

り、州の経済基盤となっている。また、紅茶の栽培、園芸や牛の放牧も盛んである。現在、リ

フトバレー州は 37 県（2010 年 6 月時点）に分かれている。 

（4）大バリンゴ県 

大バリンゴ地域は、かつては一つの県（旧バリンゴ県）であったが、4 県（バリンゴ県、マ

リガット県、北バリンゴ県、東ポコット県）に分割されている。大バリンゴ県の、人口は 31.5

万人（2006 年）である。 

大バリンゴ県は高地部、中位部、低地部に大別される。高地部は年平均雨量 1200mm、年平

均気温 25℃であり、肥沃な火山性土壌により農作物が生産されている。中位部は農作物が育

つための十分な降雨が少ないため、半農半牧畜地域となっている。しかし、この地域には 1

年中枯れることのない Rerkerra 川、Molo 川、Kerio 川があり、この周辺では、メイズ、園芸

等が商業化されている。一方、低地部は年平均雨量 600mm、年平均気温 32℃の乾燥地域であ

り、農業に適さず、牧畜が主体となっている。 

旧バリンゴ県の開発計画（Baringo District Strategy Plan 2005 – 2010）による社会統計データ



 

 3-9

は、表 3-2-1 に示すとおりである。 

表 3-2-1 旧バリンゴ県（2002 年データ） 

項 目 内 容 
面積 8,655 km2 
標高 海抜 600 m ～ 2,300 m 
平均気温 高地：25℃、低地：35℃ 
年平均降雨 高地：1,200mm、低地：600mm 
行政区（2002 年時点） 14 Division、65 Locations、170 sub-locations 
人口（2002 年） 286,643 人 （2008 年の推定値：336,042 人） 
人口比率 都市部 0.82％、地方部 91.8％ 
人口密度 33 人/ km2 
世帯数 56,808 世帯 
平均家族 5 人 
人口増加率 2.65％ 
平均寿命 59 才 
出生率 53.9 人/1000 人 
普通死亡率 10.6 人/1000 人 
5 歳児以下死亡率 80 人/1000 人 
妊婦死亡率 30.2 人/1000 人 
医師/患者比率 1：57,381 
識字率 男性：66％、女性：55％ 
就学率 就学人口の 35.9％（小学校 73,933 人、中学校 31,435 人）

就労率 47.4％（男性：59,665 人、女性：66,106 人） 
主収入源 家畜、農業生産物 
貧困率 人口の 35％ 
就労割合 農業：28％、賃金労働：38％、自営：16％、その他：18％
主な病気 マラリア、上気道（ウイルス）感染症、肺炎 
主な水因性疾患 コレラ、赤痢、下痢、腸チフス、アメーバ赤痢 
幼児の主な病気 呼吸器疾患、肺炎、マラリア、寄生虫、下痢 
主生産作物 メイズ、豆、ソルガム、キャッサバ 
主換金作物 コーヒー、除虫菊、メイズ 
安全な水へのアクセス率 33.5％（世帯数あたり） 
換気付トイレ保有率 12.8％ 

 

（5）フッ素による健康被害の状況 

対象村落の現地調査時に、フッ素障害に関する情報が 2 村落であった（No. 68 Kipchemel / 

Marigat District、No. 125 Tuluongoi / Baringo）。いずれも歯が茶色となる斑状歯である。しかし

ながら、これらの統計的な資料は入手できなかった。 

3-3 対象村落の給水状況 

現地調査にて訪問した村落（要請村落 14 村、既存給水施設 7 村の計 21 村落）の状況は次のとおり

である。（表 3-3-4 要請村落の現地調査結果一覧表（21 村）を参照）。なお、給水施設形式について

要望を聞き取ったところ、全ての村落において、太陽光を用いた独立式給水施設（レベル 1.5 施設）

の要望であった。 
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3-3-1 給水対象人口 

ケニア国から提出された要請対象村落は 190 村落である。これらの要請サイトを標高で区分すると、

下表に示すとおりである。なお、水源からの最大水利用距離については、ケニア国の施設設計基準に

は明確に記載されていないが、「国家水サービス戦略」において「公共水栓の場合は、住居から最も

近い公共水栓までの距離を 2km 以下に減少させる」となっている。 

表 3-3-1 要請対象村落の区分表 

給水対象人口＼地区 区分 低地部 中位部 高地部 計 
300 人未満 30 村落 7 村落  37 村落 

300 人 ～ 500 人 65 村落 12 村落 4 村落 81 村落 
500 人 ～ 1000 人 34 村落 8 村落 16 村落 58 村落 

1000 人以上 8 村落 1 村落 5 村落 14 村落 
計 137 村落 28 村落 25 村落 190 村落 

 

以下の表に示すように、候補村落リストによる人口と現地踏査時の住民（主に村長や議員）へのヒ

アリングによる人口が、全ての村で数倍の開きがあった。また、１つの給水施設は、隣接する他村落

からも利用されており、村落の行政区域と給水施設を利用する住居範囲は同一ではないこと、山地上

部の村を除いて、殆どの村が村の中心に数件の家屋が見られるのみの散村で、家屋は見通しの悪いブ

ッシュや畑の中に広範囲に点在していた。同行した DWO の職員にリスト人口について確認したとこ

ろ、その算出根拠は不明であるが、水源から 2km 範囲の人口とのことであった。 

表 3-3-2 候補村落リストの人口とヒアリングによる人口の違い（例） 

村落名 候補村落リストによる人口 住民へのヒアリングによる人口 
Lemuyek 250 人 300 世帯 1800 人 
Chebilat 500 人 2000 人 
Talai 1400 人 500 世帯 3000 人、中心地区に 2000 人 
Boin 410 人 500 世帯、中心地区に 2000 人 
Kanoo 450 人 110 世帯、880 人 
Eron 870 人 400 世帯、2500 人 
Kurumbopsoo 800 人 300 世帯、2400 人 

 

また、村落人口については、RV-WSB の県事務所によると、2009 年 8 月に国勢調査が実施されて

いるが、あくまでも行政単位 Sub-location（字）における人口調査であり、自治組織となる村落単位

では整理されないとのことである。さらに、Sub-location の行政区も一部変更されており、統計資料

から村落人口を整理することは困難である。 

3-3-2 候補村落における給水事情の概況 

現地調査の結果、候補村落における給水事情の概況は次のとおりであった。 

・ 大バリンゴ県の飲料水及び生活用水の給水源は、河川・小川・湖沼・ため池（Water pan）等の表

流水、深井戸・浅井戸・泉等の地下水であるが、地下水利用は 15％以下に過ぎず、ほとんどの住

民は不衛生な表流水を利用していた。 

・ 利用している伝統的水源の多くは、上流側の集落からの家庭排水、農地の農薬・肥料、家畜の糞

便等により汚染されており、水因性疾病（下痢、アメーバー赤痢、ビルハルツ吸虫等）の発症原

因となっていた。 
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・ 水運搬は一般に女性や子供が徒歩で行っているが、1 日 10 時間程度水汲みに費やしている人が珍

しくない。 

・ バリンゴ湖の周辺村落の多くは、フッ素濃度が高く飲用に適さない湖水を利用していた。候補村

落の Chebilat 村も利用し 10km 運搬していた。 

・ 直接家畜の糞便が流入するため、伝染病の感染源となりやすい家畜用の掘り込み式の雨水貯水池

（Water pan）の水を飲用しているケースも多く見られた。 

・ 雨季の水汲み距離は、比較的近い（0.2km～5km）。乾季の水汲み距離は、5～10km で極めて遠い。 

・ 乾季においては、枯れ川の河床の砂層に深さ 50～100cm 程度の非常に浅い手掘りピットを掘り、

染み出す水をコップで時間をかけて集めていた。コップで水底を掻き乱すため濁り水となってい

た。また、家畜が沢山集まるため糞便が浸透している可能性が高く、さらに上流の集落廃水によ

る汚染も受けている可能性があった。 

・ 鉄やマンガンの高い水源もみられた。 
 

以上より、要請村落は、非常に苦労をして水を入手しているが、苦労して入手した水の水質は飲用

に適しておらず、衛生的な水の確保に極めて困窮した状況にあった。 

表 3-3-3 要請村落における水源の種類や水汲み距離等 

項 目 高 地 部 中 位 部 低 地 部 
水 源 川・泉からの小川 川・溜池 川・湖沼 

水汲み距離（雨季） 2.5 km ～ 6 km 1 km ～ 3 km 0.2 km ～ 5 km 
同   （乾季） 5 km ～ 10 km 4 km ～ 10 km 5 km ～ 10 km 
平均水汲み回数 5 回/日 4 回/日 4 ～ 6 回/日 

給水事情の問題点 水汲み場所が遠い。乾季には雨季の 2 倍以上の距離となる。

表流水を利用しているため、水質が悪い。 
 

3-3-3 候補村落の給水事情等の現地調査結果表 

候補村落における給水事情の詳細については、「表 3-3-4 要請村落の現地調査結果一覧表（21 村）」

及び表 3-3-5 候補村落（一部）の給水事情等調査結果表」のとおりである。 
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表
 3

-3
-4
 
要
請
村
落
の
現
地
調
査
結
果
一
覧
表
（

21
村
）

 
(N

O
.1

) 
項
目
 
＼
 
サ
イ
ト
名

 
L

em
uy

ek
 

C
he

bi
la

t 
Ta

la
i 

B
oi

n 
K

on
oo

 
Er

on
 P

rim
ar

y 
K

ur
um

bo
ps

oo
 

（
サ
イ
ト
番
号
）

(1
52

) 
(1

53
) 

(1
36

) 
(4

4)
 

(2
) 

(1
06

) 
(1

11
) 

1.
サ
イ
ト
の
一
般
状
況

 

調
査
日

 
20

10
年

 6
月

 4
日

 
20

10
年

 6
月

 4
日

 
20

10
年

 6
月

 5
日

 
20

10
年

 6
月

 5
日

 
20

10
年

 6
月

 5
日

 
20

10
年

 6
月

 5
日

 
20

10
年

 6
月

 5
日

 

行
政
区
分
（
県
）

 
Ea

st 
Po

ko
t 

Ea
st 

Po
ko

t 
B

ar
in

go
 

B
ar

in
go

 N
or

th
 

B
ar

in
go

 N
or

th
 

B
ar

in
go

 
B

ar
in

go
 

戸
数
（
人
口
）

 
30

0
世
帯

 (
18

00
人

) 
50

0
人

 
50

0
世
帯

 (
30

00
人

) 
50

0
世
帯

 (
50

00
人

) 
80

世
帯

 (
88

0
人

) 
40

0
世
帯

 (
25

00
人

) 
30

0
世
帯

 (
24

00
人

) 

家
族
数
（
聞
き
取
り
）

 
8
人

 
10

人
 

6
人

 
10

人
 

8
人

 
6~

7
人

 
 

 

地
形
区
分

 
中
位
部

 
中
位
部

 
高
地
部

 
高
地
部

 
低
地
部

 
低
地
部

 
低
地
部

 

公
共
施
設
の
有
無

 
学
校
有
り

 
幹
線
道
路
沿
い
に
有
り

 
学
校
有

 
学
校
・
教
会
有

 
学
校
有

 
学
校
有

 
学
校
有

 

商
用
電
力
の
有
無

 
幹
線
道
路
沿
い
に
有
り

 
幹
線
道
路
沿
い
に
有
り

 
道
路
沿
い
に
有
り

 
道
路
沿
い
に
有
り

 
無

 
道
路
沿
い
に
有
り

 
無

 

そ
の
他

 
家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、

集
落
の
中
心
が
不
明
確
。

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、

集
落
の
中
心
が
不
明
確
。

高
地
部

/低
地
部
に
集
落

有
。
高
地
部
の
集
落
に
水

の
問
題
有
。

 

高
地
部

/低
地
部
に
集
落

有
。
高
地
部
の
集
落
に
水

の
問
題
有
。

 

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、

集
落
の
中
心
が
不
明
確
。

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、

集
落
の
中
心
が
不
明
確
。

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、

集
落
の
中
心
が
不
明
確
。

 

2.
給
水
事
情

 

水
源
の
種
類
と
距
離

 
雨
季

-川
（

2 
km

）
 

乾
季

-湖
（

8 
km

）
 

乾
季

-井
戸
（

12
 k

m
）

 

雨
季

-川
（

2 
km

）
 

乾
季

-湖
（

10
 k

m
）

 
乾
季

-井
戸
（

15
 k

m
）

 

雨
季

-川
（

2.
5 

km
）

 
乾
季

-川
（

10
 k

m
）

 
学
校
用
に
井
戸
有

 

雨
季

-川
（

5～
6 

km
）

 
乾
季

-川
（

10
 k

m
）

 
周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
（

30
0 

m
）

 
乾
季

-川
（

6 
km

）
 

周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
（

2 
km

）
 

乾
季

-川
（

5 
km

）
 

乾
季

-井
戸
（

6 
km

）
 

雨
季

-川
（

15
0 

m
）

 
乾
季

-川
（

5 
k m

）
 

学
校
用
に
給
水
車

 

水
汲
み
状
況

 
4
回
･2

0
㍑

/日
 

4
回
･2

0
㍑

/日
 

 
5
回
･2

0
㍑

/日
 

6
回
･2

0
㍑

/日
 

10
回
･2

0
㍑

/日
 

 
 

水
料
金

 
 

 
運
搬
費
用

 
は

5 
K

sh
/2

0
㍑

 
運
搬
費
用

 
20

 K
sh

/2
0
㍑

 
運
搬
費
用

 
0.

5 
K

sh
/2

0
㍑

 
井
戸

2 
K

sh
/2

0
㍑

 
6 

K
sh

/2
0
㍑
（
運
搬
費
含
）

20
 K

sh
/2

0
㍑
（
運
搬
費

含
）、

10
00

0K
sh

/1
6m

3 （
学

校
用
）

 

給
水
事
情
等

 

雨
季

は
表
流
水
の
水

質

が
悪
く
、
乾
季
は
水
場
ま

で
の
距
離
が
長
い
。

 

雨
季

は
表
流
水
の
水

質

が
悪
く
、
乾
季
は
水
場
ま

で
の
距
離
が
長
い
。

 

雨
季

は
表
流
水
を
溜

め

て
使

っ
て
い
る
が
水

質

が
悪
い
。
乾
季
は
低
地
部

ま
で

降
り
な
い
と
水

が

な
い

 

雨
季

は
表
流
水
の
水

質

が
悪
い
。
乾
季
は
低
地
部

ま
で

降
り
な
い
と
水

が

な
い

 

雨
季

は
表
流
水
を
使

っ

て
い
る
が
、
水
質
が
汚
染

さ
れ
て
い
る
。
乾
季
は
水

場
ま
で
の
距
離
が
長
い
。

雨
季

は
表
流
水
を
使

っ

て
い
る
が
、
水
質
が
汚
染

さ
れ
て
い
る
。
乾
季
は
水

場
ま
で
の
距
離
が
長
い
。

家
畜
用
水
が
必
要
。

 

雨
季
は
表
流
水
を
使
っ
て

い
る
が
、
水
質
が
汚
染
さ

れ
て
い
る
。
乾
季
は
水
場

ま
で
の
距
離
が
長
い
。
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(N
O

.2
) 

項
目
 
＼
 
サ
イ
ト
名

 
K

ab
as

is 
T

im
bo

iy
w

o 
T

ab
ar

in
 

Tu
lu

on
go

i 
K

ip
ch

em
ei

 
N

am
in

ito
 

M
ok

on
gw

o 
（
サ
イ
ト
番
号
）

 
(1

31
) 

(1
30

) 
(1

24
) 

(1
25

) 
(6

8)
 

(1
71

) 
(1

47
) 

1.
サ
イ
ト
の
一
般
状
況

 

調
査
日

 
20

10
年

 6
月

 1
5
日

 
20

10
年

 6
月

 1
5
日

 
20

10
年

 6
月

 1
5
日

 
20

10
年

 6
月

 1
5
日

20
10

年
 6

月
 1

5
日

 
20

10
年

 6
月

 1
6
日

 
20

10
年

 6
月

 1
6
日

 

行
政
区
分
（
県
）

 
B

ar
in

go
 

B
ar

in
go

 
B

ar
in

go
 

B
ar

in
go

 
M

ar
ig

at
 

Ea
st 

Po
ko

t 
Ea

st 
Po

ko
t 

戸
数
（
人
口
）

 
37

0
世
帯

 (
26

44
人

) 
35

0
世
帯

 (
25

37
人

) 
10

0
世
帯

 (
90

0
人

) 
15

0
世
帯

 (
80

0
人

) 
15

0
世
帯

 (
50

0
人

) 
30

0
世
帯

 (
18

31
人

) 
70

世
帯

 (
35

0
人

) 

地
形
区
分

 
高
地
部

 
高
地
部

 
中
位
部

 
中
位
部

 
低
地
部

 
中
位
部

 
中
位
部

 

公
共
施
設
の
有
無

 
学
校
有

 
学
校
有

 
学
校
有

 
学
校
有

 
無

 
学
校
有

 
無

 

商
用
電
力
の
有
無

 
道
路
沿
い
に
有
り

 
道
路
沿
い
に
有
り

 
幹
線
道
路
沿
い
に
有
り

 
無

 
無

 
無

 
無

 

そ
の
他

 
集
落
は
ほ
ぼ
集
ま
っ
て
い

る
が
、
低
地
に
も
家
が
点
在

す
る
。

 

集
落
は
ほ
ぼ
集
ま
っ
て
い

る
が
、
低
地
に
も
家
が
点
在

す
る
。

 

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、

集
落
の
中
心
が
不
明
確
。

農
業
（
ｺｰ
ﾋｰ
）

/牧
畜

 

家
屋
が
点
在
し
て
お

り
、
集
落
の
中
心
が
不

明
確
。

 

家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、
集

落
の
中
心
が
不
明
確
。

 
家
屋
が
点
在
し
て
お
り
、
集

落
の
中
心
が
不
明
確
。

 
集
落
の
中
心
に
人
家
が
な

い
。

 

2.
給
水
事
情

 

水
源
の
種
類
と
距
離

 
雨
季

-川
（

3 
km

）
 

乾
季

-川
（

5 
- 6

 k
m
）

 
周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
（

1.
5 

km
）

 
乾
季

-川
（

5 
- 7

 k
m
）

 
周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
（

3 
km

）
 

乾
季

-川
（

4 
km

）
 

雨
季

-川
（

1～
3 

km
）

乾
季

-川
（

7 
km

）
 

周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
（

3 
km

）
 

乾
季

-川
（

10
 k

m
）

 
周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
/池

（
5 

km
）

 
乾
季

-川
（

10
 k

m
）

 
周
辺
に
井
戸
な
し

 

雨
季

-川
（

2 
km

）
 

乾
季

-川
（

10
 k

m
）

 

水
汲
み
状
況

 
5
回
･2

0
㍑

/日
 

5
回
･2

0
㍑

/日
 

3 
- 4

回
･2

0
㍑

/日
 

4
回
･2

0
㍑

/日
 

5
回
･2

0
㍑

/日
 

4
回
･2

0
㍑

/日
 

4
回
･2

0
㍑

/日
 

水
料
金
（
水
汲
み
に
い
け

な
い
住
民
が
他
住
民
に
委

託
。
水
源
は
同
じ
）

 

運
搬
費
用

 
20

 K
sh

/2
0
㍑

 
運
搬
費
用

 
15

 K
sh

/2
0
㍑

 

運
搬
費
用

 
20

 K
sh

/2
0
㍑

 
10

00
K

sh
/1

.2
m

3 （
学
校
）

運
搬
費
用

 
20

 K
sh

/2
0
㍑

 
運
搬
費
用

 
10

 K
sh

/2
0
㍑

 
運
搬
費
用

 
20

 K
sh

/2
0
㍑

 
運
搬
費
用

 
20

 K
sh

/2
0
㍑

 

給
水
事
情
等

 

雨
季

/乾
季
共
に
水
場
ま
で

の
距
離
が
長
く
、
標
高
差
が

あ
る
。
学
校

/教
会
は
雨
水

を
利
用
し
て
い
る
。

 

乾
季
は
水
が
枯
れ
、
距
離
が

長
く
、
低
地
部
ま
で
降
り
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

10
年
前
ま
で
は

T
en

ge
s

の
井
戸
よ
り
給
水
さ
れ

て
い
た
が
、
現
在
は
表
流

水
が
水
源
で
あ
る
。
生
徒

は
水
を
持
っ
て
登
校
す

る
。

 

斑
状
歯
が
確
認
さ
れ
、

フ
ッ
素
被
害
が
あ
る
。

以
前
、
泉
の
水
を
給
水

し
て
い
た
が
枯
れ
、
現

在
は
表
流
水
を
利
用
。

斑
状
歯
が
確
認
さ
れ
、
フ
ッ

素
被
害
が
あ
る
。
雨
季
は
表

流
水
を
使
っ
て
い
る
が
、
歯

が
茶
色
に
な
る
。
乾
季
は
水

場
ま
で
の
距
離
が
長
い
。

 

20
00

年
に

JI
C

A
が
井
戸
を

掘
っ
た
が
、
水
位
が
低
下
し

ﾊﾝ
ﾄﾞ
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ利

用
不
可
と
な

っ
て
い
た
。
水
場
ま
で
の
距

離
が
遠
い
。

 

雨
季
は
表
流
水
を
使
っ
て

い
る
が
、
乾
季
に
枯
れ
る
の

で
、
乾
季
は
水
場
ま
で
の
距

離
が
長
い
。
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(N
O

.3
) 

項
目
 
＼
 
サ
イ
ト
名

 
K

al
ap

at
a 

D
on

ge
 

C
he

pa
nd

a 
C

he
pu

tu
ru

 
C

he
pe

lio
n 

K
re

lio
n 

R
im

o 
（
サ
イ
ト
番
号
）

 
(1

46
) 

(1
83

) 
(1

82
) 

(1
63

) 
(1

68
) 

(1
71

) 
(2

2)
 

1.
サ
イ
ト
の
一
般
状
況

 

調
査
日

 
20

10
年

 6
月

 1
6
日

 
20

10
年

 6
月

 1
7
日

 
20

10
年

 6
月

 1
7
日

 
20

10
年

 6
月

 1
7
日

 
20

10
年

 6
月

 1
7
日

 
20

10
年

 6
月

 1
7
日

 
20

10
年

 6
月

 1
7
日

 

行
政
区
分
（
県
）

 
Ea

st 
Po

ko
t 

Ea
st 

Po
ko

t 
Ea

st 
Po

ko
t 

Ea
st 

Po
ko

t 
Ea

st 
Po

ko
t 

Ea
st 

Po
ko

t 
B

ar
in

go
 N

or
th

 

戸
数
（
人
口
）

 
85

世
帯

 (
70

0
人

) 
15

0
世
帯

 (
80

0
人

) 
 (

21
97

人
) 

50
0
世
帯

 (
33

90
人

) 
 (

20
46

人
) 

 (
24

42
人

) 
 

 

地
形
区
分

 
中
位
部

 
低
地
部

 
低
地
部

 
低
地
部

 
低
地
部

 
低
地
部

 
高
位
部

 

公
共
施
設
の
有
無

 
無

 
無

 
無

 
無

 
学
校
有

 
学
校
有

 
 

 

商
用
電
力
の
有
無

 
無

 
無

 
無

 
無

 
無

 
無

 
無
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表 3-3-5 候補村落（一部）の給水事情等調査結果表 

（1）Kurumbopsoo 村 

実施日：2009 年 8 月 18 日 村落の位置：N00°25′22″、E35°40′39″、標高 1,223m 

聞き取り対象者：Kurumbopsoo 小学校職員 

１．村の概況 
(1) 人口 約 800 人 

(2) 学校・診療所・保健所 小学校、中学校は建設中 

(3) 電力・通信インフラ 電気なし、携帯電話通話圏内 

(4) アクセス 良い。Kabrnet から直線距離 10.4km、舗装道路（C51 号線）から数

km 未舗装道路を入る。大型車両通行可。 

(5) 地形 地溝帯の谷底の山麓緩斜面 

(6) 産業 農業・牧畜、遊牧 

２．給水の現況 
(1) 既存給水施設の水源と給水タイプ 屋根の水を集める雨水タンクが小学校にあるが、給水車の水を入れ

ている。住民は、溜め池と泉の水を使っているが非衛生的。 

(2) 建設機関・ドナー名と建設年 不明 

(3) 水源までの距離 雨水タンクが小学校にある。 

(4) 稼動状況 District Water Office の給水車の水を雨水タンクに貯水しているが、
臨時の処置で恒常的な給水施設ではない。小学校の傍（150m）にワ
ジがあるが、上流の町の下水により汚染されているので、流水があ
る時期でも使えない。 

３．要望と意志確認 

(1) 要望している給水施設 小学校付近に深井戸とキオスク型公共水栓 1 箇所 

(2) 要望する理由 村に衛生的な水源がない。小学校の敷地に中学校を建設中であり、

学校に水が必要である。 

(3) 組合の設置と水料金の支払い意志 直ぐに水利用者組合作れる。水料金支払い意思あり。 

(4) 用地確保 問題ない 

４．既存の水利権者（飲料水以外も含んで） 

(1) 水売り人・業者の有無 District Water Office の給水車 

(2) 村の周辺における既存の深井戸、浅井戸

の本数とそれらの使用目的 
なし 

(3) その他の水源（小規模ダム、池など） 溜め池、泉 

５．衛生施設の現況 

(1) 村や近くの学校に公衆トイレは有るか。 小学校に VIP 式トイレ２室ある 

(2) 家庭にトイレは有るか。 不明 

６．所感 既存の小学校と建設中の中学校があり、これだけでも水需要はかな

りある。住居は広範囲に散在しており、確認しにくい。 

Kurumbopsoo 小学校 Kurumbopsoo 小学校の雨水貯水タンク 
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（2）Eron 村及び Kimoso 村 

実施日：2009 年 8 月 18 日 村落の位置：N00°29′01″、E35°40′31″、標高 1,193m（Eron 村） 
聞き取り対象者：Eron 村近くの水源地（ワジ底のピット群）で水汲み中の住民数人 
１．村の概況 
(1) 人口 Eron 村不明、Kimoso 村約 800 人 

(2) 学校・診療所・保健所 小学校あり 

(3) 電力・通信インフラ Eron 村は電線あり、Kimoso 村はない、携帯電話圏内 

(4) アクセス Eron 村は良いが、Kimoso 村は悪い。Eron 村は舗装道路（C51 号線）

から大型車両通行可能な未舗装道路を 6.8km 入った道路沿いの村。

Kimoso 村は、Eron 村から約 6km 間車両が通行できる道がない。 

(5) 地形 地溝帯の谷底の山麓緩斜面 

(6) 産業 農業（トウモロコシ畑が多い）・牧畜（牛と山羊が多い） 

２．給水の現況 
(1) 既存給水施設の水源と給水タイプ これら２つの村と周辺の村が、ワジの河床の手掘りピットを使って

いる。家畜はワジの河床の溜まり水を使っている。施設はない。住

民が毎日手で掘っている。 

(2) 建設機関・ドナー名と建設年  

(3) 水源までの距離 ピット群の位置は N00°29′09″、E35°40′34″、標高 1,183m で、Eron
村からは 500m 程度だが、Kimoso 村からは 6km 離れている。 

(4) 稼動状況 水位が地表から 50cm 程度と非常に浅いが、崩れやすい砂礫層のた
め深く掘っておらず水深がほとんどない。滲み出してくる水を時間
をかけて汲んでいるが、底をかき乱すため泥水となっている。家畜
はワジの河床の溜まり水を直接飲んでおり、人はピットの伏流水を
使っている。 

３．要望と意志確認 

(1) 要望している給水施設 Eron 村と Kimoso 村に、それぞれ太陽光揚水による深井戸とキオス

ク型公共水栓 1 箇所ずつ。 

(2) 要望する理由 非衛生な川底の水を飲料水として使っている。 

(3) 組合の設置と水料金の支払い意志 水利用者組合の組織化および水料金支払い意思あり。 

(4) 用地確保 問題ない。村の周辺には未開墾の空地が広がっている。 

４．既存の水利権者（飲料水以外も含んで） 

(1) 水売り人・業者の有無 なし 

(2) 村の周辺における既存の深井戸、浅井戸

の本数とそれらの使用目的 
なし 

(3) その他の水源（小規模ダム、池など） 灌漑用の小規模ダムの計画あるが未だ資金目処たっていない。 

５．所感 Eron 村は道路沿いに集落があり建設可能だが、Kimoso 村は車両が

通れる道がなく 4WD 車でもアクセス不能である。住民がアクセス

道路を整備するとの事であるが、6km もあるため不安残る。 

  

Eron 村と Kimoso 村の水源（ワジの河床のピット群） Kimoso 村の遠景、地溝帯の谷底に位置する 
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（3）Tiripkir 村 

実施日：2009 年 8 月 18 日 村落の位置：N00°30′01″、E35°49′17″、標高 1,722m 
聞き取り対象者：住民 
１．村の概況 
(1) 人口 200～300 人 

(2) 学校・診療所・保健所 不明 

(3) 電力・通信インフラ 電力なし、携帯電話圏内 

(4) アクセス 非常に良い。Kabrnet から直線距離 9.4km、舗装道路（C51 号線）沿

いの村。 

(5) 地形 山地の急斜面に位置する。地溝帯の急崖斜面の上部にあたる。 

(6) 産業 農業（トウモロコシ）・牧畜 

２．給水の現況 
(1) 既存給水施設の水源と給水タイプ 山地の谷の泉。施設はない。 

(2) 建設機関・ドナー名と建設年 構造物なし 

(3) 水源までの距離 不明 

(4) 稼動状況 年中水があり涸れることはないが、水量不足。 

３．要望と意志確認 

(1) 要望している給水施設 太陽光揚水による深井戸とキオスク型公共水栓 1 箇所。 

(2) 要望する理由 泉は遠く水量不足。 

(3) 組合の設置と水料金の支払い意志 不明 

(4) 用地確保 問題ない。 

４．既存の水利権者（飲料水以外も含んで） 

(1) 水売り人・業者の有無 不明 

(2) 村の周辺における既存の深井戸、浅井戸

の本数とそれらの使用目的 
なし 

(3) その他の水源（小規模ダム、池など） 泉（谷川） 

５．所感 山地で降雨量が多く植生豊かではあるが、平坦部が狭く山地の急斜

面であるため、地下水開発は困難。住居があまり見られず、水中ポ

ンプを使うには集落が小さ過ぎる感あり。 

  

Tiripkir 村（トウモロコシ畑） Tiripkir 村（薪を売っている） 
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（4）Kibingor 村 

実施日：2009 年 8 月 18 日 村落の位置：N00°30′41″、E35°52′04″、標高 1,293m 
聞き取り対象者：中心街の住民数人と川で水汲み中の住民数人 
１．村の概況 
(1) 人口 500 人 

(2) 学校・診療所・保健所 小学校あり 

(3) 電力・通信インフラ 電力なし、携帯電話は集落内圏外で丘の上なら通話可能。 

(4) アクセス 良い。大型車両通行可能な未舗装道路沿いの村。Kabarnet から直線

距離 14.7km、Marigat から 13.3km。 

(5) 地形 地溝帯の谷底の山麓緩斜面 

(6) 産業 牧畜、小規模な商業（中心地に小規模な商店街あり） 

２．給水の現況 
(1) 既存給水施設の水源と給水タイプ 河川の表流水を飲料水として使っている。取水地点は N00°30′55″、

E35°51′59″、標高 1,264m。取水施設はない。表流水だが直ぐ上流で

湧出している泉が水源である。 

(2) 建設機関・ドナー名と建設年 施設はない。 

(3) 水源までの距離 村の中心から直線距離 450m。 

(4) 稼動状況 小魚が生息しており年中水が流れている。直上の泉を水源とした表

流水であり、水は澄んでいる。家畜も集まるので、衛生的ではない。

３．要望と意志確認 

(1) 要望している給水施設 太陽光揚水による深井戸とキオスク型公共水栓 1 箇所。 

(2) 要望する理由 非衛生な河川水を飲料水として使っている。また、水運搬が大変。

(3) 組合の設置と水料金の支払い意志 水利用者組合の組織化および水料金支払い意思あり。 

(4) 用地確保 問題ない。村の周辺には未開墾の空地が広がっている。 

４．既存の水利権者（飲料水以外も含んで） 

(1) 水売り人・業者の有無 不明 

(2) 村の周辺における既存の深井戸、浅井戸

の本数とそれらの使用目的 
なし 

(3) その他の水源（小規模ダム、池など） 河川水のみ。 

５．所感 不衛生な川の水とはいえ、見た目は澄んだ湧水が既存の水源となっ

ている。距離 500ｍ標高差 30ｍ程度の水運搬が必要とはいえ、公共

水栓を設置しても無料の既存水源を使い続ける可能性がある。施設

の建設と合わせて、衛生啓発活動が必要と思われる。村の中心は商

業地区となっており、貨幣経済は発達している。 

  

Kibingor 村（中心地の商店街） 既存水源の表流水（湧水） 
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（5）Chebilat 村 

実施日：2009 年 8 月 18 日 村落の位置：N00°44′35″、E36°02′00″、標高 1,001m 
聞き取り対象者：中心街の住民数人 
１．村の概況 
(1) 人口 500 人 

(2) 学校・診療所・保健所  

(3) 電力・通信インフラ 電力有り 

(4) アクセス 非常に良い。未舗装だが道幅広い幹線道路沿い。Kabarnet から直線

距離 43km、Marigat から 30.7km。 

(5) 地形 地溝帯の谷底の平原 

(6) 産業 牧畜、小規模な商業が数件 

２．給水の現況 
(1) 既存給水施設の水源と給水タイプ 村には水源がない。村の外の湖、池、ハンドポンプを利用している。

(2) 建設機関・ドナー名と建設年 村に施設はない。 

(3) 水源までの距離 バリンゴ湖 10km、ハンドポンプ付き深井戸 8km、発電機式水中ポ

ンプ深井戸 15km 

(4) 稼動状況 主要水源は 10km 離れたバリンゴ湖の水であるが、フッ素濃度が高

く飲用には問題がある。池の水も利用しているが、藻類が繁茂し黄

緑色に強く濁った汚染された水である。 

３．要望と意志確認 

(1) 要望している給水施設 太陽光揚水による深井戸とキオスク型公共水栓 1 箇所。 

(2) 要望する理由 村内に水源が全くない。遠方の水源も水質の問題がある。 

(3) 組合の設置と水料金の支払い意志 水利用者組合の組織化および水料金支払い意思あり。 

(4) 用地確保 問題ない。村の周辺には未開墾の空地が広がっている。 

４．既存の水利権者（飲料水以外も含んで） 

(1) 水売り人・業者の有無 不明 

(2) 村の周辺における既存の深井戸、浅井戸

の本数とそれらの使用目的 
15km 先に発電機式の水中ポンプ付き深井戸が、8km 先にベルギー

の DUBA 製ハンドポンプ付き深井戸がある。 

(3) その他の水源（小規模ダム、池など） 湖沼、池 

５．所感 村内に水源が全くなく、大多数の住民が利用している 10km 離れた

バリンゴ湖の湖水はフッ素濃度が飲料水基準を超えている。人口

500 人だが家畜が非常に多い村であり、水需要はかなり大きい。困

窮度極めて高く、深井戸による新規水源の必要性がある。 

  

Chebilat 村 Chebilat 村の主要水源となっているバリンゴ湖 
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（6）Longewan 村 

実施日：2009 年 8 月 19 日 村落の位置：N00°27′16″、E36°03′12″、標高 994m 

聞き取り対象者：河床のピットで水汲み中の住民 

１．村の概況 
(1) 人口 1000 人（マサイ族の村） 

(2) 学校・診療所・保健所 小学校あり 

(3) 電力・通信インフラ 電力なし、携帯電話は圏内 

(4) アクセス 良い。大型車両通行可能な未舗装道路沿いの村。Marigat から直線

距離 8.3km。 

(5) 地形 地溝帯の谷底の平原 

(6) 産業 牧畜 

２．給水の現況 
(1) 既存給水施設の水源と給水タイプ ワジの河床のピット。施設はない。 

(2) 建設機関・ドナー名と建設年 施設はない。 

(3) 水源までの距離 ワジは集落に隣接（数百メートル）している。 

(4) 稼動状況 ワジの河床の砂層に手掘りのピットを掘り、滲み出た水を汲んでい

る。ピットが直ぐに崩れるため頻繁に掘りなおしている。周辺に家

畜が多く、糞便による汚染の可能性が高い。5km 先の村からも水汲

みに来る。 

３．要望と意志確認 

(1) 要望している給水施設 太陽光揚水による深井戸とキオスク型公共水栓 1 箇所。 

(2) 要望する理由 村内に給水施設が全くない。近くのワジの河床の水は不衛生。 

(3) 組合の設置と水料金の支払い意志 水利用者組合の組織化および水料金支払い意思あり。 

(4) 用地確保 問題ない。村には空地が沢山ある。 

４．既存の水利権者（飲料水以外も含んで） 

(1) 水売り人・業者の有無 不明 

(2) 村の周辺における既存の深井戸、浅井戸

の本数とそれらの使用目的 
村内にはないが、2km 先の隣村に深井戸水源の太陽光揚水システム

（水中ポンプ）がある。 

(3) その他の水源（小規模ダム、池など） ワジ 

５．所感 村内に給水施設はなく、ほとんどの住民が不衛生なワジの河床のピ

ットの水を飲用している。周辺の村には、水中ポンプ式の深井戸や

ハンドポンプ付きの深井戸が稼動しているので、この村でも同様の

施設が運営・維持管理できるものと思われる。 

  

Longewan 村の水源地（ワジの河床のピット群） 砂層中の手掘りピットで水汲みをするマサイ族の女性
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（7）Lemuyek 村 

調査日：2010 年 6 月 4 日 村落の位置：N00°46′55″、E36°01′00″、標高 1,008m 
聞き取り対象者：村長と住民 
１．村の概況 
(1) 人口 300 世帯（250 世帯、隣村に 50 世帯）、人口 1,800 人、要請リストの 250 人

は 2km 圏内の人口とのこと。 

(2) 集落形態 村の中心地は幹線道路沿いであるが、集落らしきものは見当たらない。１

軒 1 軒が見通しの悪いサバンナの潅木林中に点在しており、実数の把握は

難しい。 

(3) 学校、公共施設 小学校あり 

(4) 電力 電線が未舗装幹線道路沿いにあるが、変圧器がないため村には引かれてい

ない。配電網の利用は可能。 

(5) アクセス Marigat から地溝帯底部を北上する幹線道路沿い。未舗装だが、道幅広く、

整備されており、アクセスは良い。 

(6) 地形・地質 地溝帯底部の平原、玄武岩の礫が地表に散見される。岩盤浅そう。 

(7) 産業 畜産が主で（1 件あたり山羊 50 頭、牛 2 頭、ロバ 2 頭程度）、小規模な農

業（主にトウモロコシ）も行われている。地溝帯底部で降雨量が少ないサ

バンナ地帯であり、玄武岩の岩盤が浅く耕作しにくいため、乾燥に強い山

羊を主とした放牧地域となっている。住居や身なりからの判断では、村は

貧しそうである。 

(8) 集落の部族構成 カレンジン（Kalenjin）族系のポコット（Pokot）族の単一民族 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 村内にはない。12km 離れた村に 1987 年に建設されたディーゼル式のモノ

ポンプの深井戸があり、2000Ksh/月・世帯で購入することは出来る。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：2km 離れた川の水（乾季に枯れる） 
乾季：8km 離れたバリンゴ湖の水（フッ素濃度が高い） 

(3) 水運搬 婦人や女児が 20ℓのジェリ缶を背負って運ぶのが一般的。ロバにジェリ缶

４個を積んで運ぶ場合もあるが、全戸にロバはいない。 

(4) 要望する給水施設 深井戸水源のキオスク型公共水栓、動力源は太陽光 

３．所感 最短の給水施設は 12km 離れており、住民は乾季に枯れる非衛生的な川の

水を飲んでおり、8km 先のバリンゴ湖の水もフッ素濃度が高く、緊急性・

必要性は非常に高い。村の中心地に集落のようなものはなく、家屋が広範

囲に点在しているため、レベル２給水施設の設計難しい。井戸を掘った場

所に公共水栓 1 箇所でよさそう。井戸の位置は幹線道路と電線の近くが良

い。玄武岩地帯なので地下水の揚水量は確保できそうであるが、地溝帯底

部なのでフッ素濃度に留意する必要がある。 

  

村の中心地（一見住居が見当たらない、電線ある） 住民（カレンジン族系のポコット族） 
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（8）Chebilat 村 

調査日：2010年 6月 4日 村落の位置：Lemuyek村の隣村でバリンゴ湖寄りの幹線道路沿い、標高 1,001m
聞き取り対象者：村の中心地区の住民 
１．村の概況 
(1) 人口 2000 人（前回の聞き取りでは 500 人だった） 

(2) 集落形態 サバンナの潅木林中に住居が広範囲に点在している。村の中心地と説明受

けたが、わら葺の民家が数件あるのみ。道路沿いには数件の商店が見られ

る。 

(3) 学校、公共施設 不明 

(4) 電力 幹線道路沿いに電線ある。各家庭には引いていない。 

(5) アクセス Marigat から地溝帯底部を北上する幹線道路沿い。未舗装だが、道幅広く、

整備されており、アクセスは良い。 

(6) 地形・地質 地溝帯底部の平原、付近に平面的に玄武岩体が露出している。 

(7) 産業 畜産が主で、小規模な農業も行われている。住居や身なりからは、村は貧

しそうである。 

(8) 集落の部族構成 ポコット族単一 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 村内に安全な給水施設はない。ハンドポンプ付き深井戸まで 8km、発電機

式水中ポンプ深井戸まで 15km 離れている。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：2km 離れた川の水（乾季に枯れる） 
乾季：6km 程度（聞き取り対象者により 4～10km と幅がある）離れたバリ

ンゴ湖の湖水や途中の池の水。 

(3) 水運搬 一般的には、婦女子が 20ℓのジェリ缶で徒歩運搬している。 

(4) 水質 家庭でジェリ缶に貯水していた 2km 離れた川の水の水質分析を行った。 
pH=7.1、電気伝導度=280μS/cm、フッ素=0.8mg/ℓ、鉄=0.8mg/ℓ、マンガン

=1.5mg/ℓ、硝酸=1mg/ℓと鉄とマンガンが飲料水基準を超えている。 
なお、バリンゴ湖の水は高フッ素濃度で飲用に適していない。 

(5) 要望する給水施設 深井戸水源のキオスク型公共水栓、動力源は太陽光。 

３．所感 村の中心地として案内された場所が、わら葺の民家が数件見られるのみで

あり、集落らしい集落は見当たらない。民家は広範囲のサバンナのブッシ

ュや畑地に 1 軒 1 軒が離れて点在している。商業配電網が利用できる。玄

武岩地帯なので地下水の揚水量は確保できそうであるが、地溝帯底部なの

でフッ素濃度に留意する必要がある。 

  

Chebilat 村の中心地の民家（ポコット族） 家庭での貯水状況 
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（9）Talai 村 

調査日：2010 年 6 月 5 日 村落の位置：N00°34′51″、E35°48′42″、標高 2,198m（集落下流のダム） 
聞き取り対象者：議員兼水委員会の委員長、他住民 
１．村の概況 
(1) 人口 500 世帯 3000 人、尾根沿いの中心地区に 2000 人程度 

(2) 集落形態 尾根沿いに公共施設や商店街があり、比較的大きな集落を形成している。

民家の多くは、尾根沿いや山腹斜面の畑地に広範囲に点在しているが、地

溝帯底部よりは住居の密度が高い。 

(3) 学校、公共施設 小学校（500 人）、中等学校（600 人）、保健所、妊産婦センター 

(4) 電力・通信インフラ 村は電化されている。乾季に停電多くなる。 

(5) アクセス 尾根沿いの中心地区は未舗装ではあるが大型車両通行可能な幹線道路があ

り、問題ない。ただし、井戸の掘削サイトのアクセスについては、谷部に

掘る場合は、急傾斜地であったり道路が無い可能性もある。 

(6) 地形・地質 地溝帯上部の山岳地域の尾根沿い。塊状・緻密で割れ目の少ない火山岩類

（フォノライトや粗面岩等の石英を含まない火山岩）が分布している。 

(7) 産業 降雨量が多く農業主体であるが平地は少ない、畜産（牛が多い）、小規模商

業もある。比較的収入が高そうな集落である。 

(8) 集落の部族構成 カレンジン族系のトゥゲン（Tugen）族の単一 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 村内にはない。中等学校専用の井戸（ボアホール）はある。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：集落直ぐ近く（300m）の谷川の小規模ダムの水（乾季に枯れる）を

未処理でポンプ送水している。 
乾季：遠方（10km）の山麓部の泉や川から。 

(3) 水運搬 ダムからはポンプで学校に送水している。電気代は学校が支払っている。

山麓部の泉や川からは人がジェリ缶で運搬している。 

(4) 水質 谷川の小規模ダムの水の簡易水質分析を行った。pH=7.4、電気伝導度=74
μS/cm、フッ素=0.4mg/ℓ、鉄=0.05mg/ℓ、硝酸=3mg/ℓと化学成分的には雨水

に近い水質ではある。シルトで汚濁している他、下水の臭いもあり、細菌

類には確実に汚染されている。 

(5) 住民組織 水利用者組合が既にある。 

(6) 要望する給水施設 深井戸水源のキオスク型公共水栓、動力源は商業配電、ただし、井戸から

尾根沿いの集落までのポンプ圧送を要望している。水が余れば、村内の別

の集落まで重力送水したいとのこと。 

３．所感 主要水源の小規模ダムの水は、町や畑がダムの上流にあり周辺に家畜が多

いため、家庭排水、農薬、糞便等に汚染されていることは間違いない。未

処理で飲用しており、細菌類の汚染の問題が大きい。ダムの付近での地下

水開発の可能性はあるが、集水域が狭い問題があり、井戸のサイティング

の前に地下水の涵養量を推定しておく必要がある。 

  

Talai 村の商店街 雨季の水源の小規模ダム（未処理で飲用している） 
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（10）Boin 村 

調査日：2010 年 6 月 5 日 村落の位置：N00°38′34″、E35°48′48″、標高 2,164m 
聞き取り対象者：村長、議員、水利用者組合、他住民 
１．村の概況 
(1) 人口 500 世帯 3000 人、尾根沿いの中心地区に約 2000 人 

(2) 集落形態 尾根沿いの集落、住居は畑地に散在しているが、地溝帯底部に比べて密度

は高い。 

(3) 学校、公共施設 小学校あり（300 人） 

(4) 電力 商業配電網あり。民家に配電されており、テレビのある家も多い。 

(5) アクセス 尾根沿いに未舗装道路ある。道幅やや狭いが、リグの通行は可能。尾根両

側の斜面は急で、谷部に井戸を掘る場合は車両の通行できる道路がなさそ

う。 

(6) 地形・地質 地溝帯上部の山岳地帯。集落は分岐した狭い尾根沿いにある。尾根の両側

は急斜面となっている。塊状・緻密な火山岩が露出している。 

(7) 産業 降雨量が多く、高地で気温が安定しているため、農業が盛んだが平地は少

ない。トウモロコシ、豆類、野菜、バナナ、コーヒー豆などが栽培されて

いる。畜産や酪農もある混合農業。住民の所得は比較的高そう。 

(8) 集落の部族構成 カレンジン族系のトゥゲン族の単一 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 村内には安全な水源はない。近隣の村にもない。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：1～2km 下った谷川の水 
乾季：5～10km 先の川の水を探しに行く 

(3) 水運搬 婦女子がジェリ缶で谷川から背負って水を運び上げる。1 日 5 回水汲みに行

くが、１往復 2 時間程度かかる。 

(4) 水の購入 裕福な家庭は、20Ksh/20ℓを支払い谷川の水を家まで運んでもらう。 

(5) 住民組織 水委員会があり、村の水源の保護（フェンス、植林）を行っている他、委

員が各水源の現況報告をし、水源が枯れたら別の遠方の水源が何処にある

かを村人に知らせる。委員は 10 人で約 1/3 が女性。 

(6) 要望する給水施設 深井戸水源の公共水栓、電線あるが電気代が高いのでソーラーを希望。 

３．所感 尾根沿いの村で、雨季でも谷川に水汲みに行くのに 1 往復 2 時間かかって

いる。乾季は山を越えて 5～10km 先の川の水を探しに行かなければならな

い。住居がある尾根付近は、集水域が極めて狭く、塊状緻密な難透水性の

火山岩が分布しており、地下水開発は難しそうである。谷に下りれば集水

域が確保されるので可能性はあるが、村まで高揚程となる。谷へのリグの

アクセスも困難と思われる。尾根からの掘削で断層にあたれば可能性はあ

るが、揚程は大きいので太陽光は無理である。 

  

Boin 村の中心地（小学校そば） 

民族はカレンジン族系のトゥゲン族 

雨季の水源の谷川がある場所の遠景 

集落は別の村になる 
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（11）Kanoo 村 

調査日：2010 年 6 月 5 日 村落の位置：N00°40′51″、E35°40′58″、標高 1,110m 
聞き取り対象者：村長、その他住民 10 人（成人男性のみ） 
１．村の概況 
(1) 人口 110 世帯、880 人 

(2) 集落形態 点在する散村、未舗装の幹線道路沿いに数件の商店と飲食店やトウモロコ

シの製粉所がある。 

(3) 学校 中心地に小学校あり、3～4km 先に中等学校もある。 

(4) 電力 電力なし、数キロ先まで電線来ており、来年中に電化されるとのこと。 

(5) アクセス 山麓の未舗装幹線道路沿いでアクセスは良い。 

(6) 地形・地質 地溝帯の山麓緩斜面、露岩は見られないが散在する礫は玄武岩 

(7) 産業 農業と畜産（牛、山羊、羊）、炭焼きも行われていた。 

(8) 集落の部族構成 カレンジン族系のトゥゲン族 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 3～4km 離れた中学校にボアホールがあるが、学校専用となっている。公共

のものは村の周辺にはない。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：300m 離れた小川（実測値は 150m） 
乾季（8 月～2 月）：枯れ川にピットを掘るか、6km 離れた川 

(3) その他の水・衛生状況 水の使用量は 1 世帯（約 8 人）あたり 120ℓ/day 程度。 
川の水によりビルハルツ吸虫に感染する人がいる。 
隣村に非衛生な重力送水の給水施設があり、水料金は 0.5Ksh/20ℓ。 
飲食店にトイレを作らなければならない規則ある。民家のトイレが散見さ

れ、衛生施設が比較的多いように思われる。 

(4) 要望する給水施設 深井戸水源の公共水栓 

３．所感 山麓部の緩斜面地帯であり、中学校に既存の深井戸もあるので、地下水開

発は容易そうである。商業配電網が使える可能性がある。住居は広範囲に

点在しているが、中心地区には商店や飲食店が数件と小学校があるので、

公共水栓の適地はある。 

  

Kanoo 村の中心地 乾季の水源の小川（牛が水飲みしている） 
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（12）Eron 村 

調査日：2010 年 6 月 5 日 村落の位置：N00°28′56″、E35°40′26″、標高 1,185m 
聞き取り対象者：村長、議員、水委員会、その他住民約 20 人 
１．村の概況 
(1) 人口 400 世帯×6～7 人、1000 人と言う人もいた。 

(2) 集落形態 未舗装幹線道路沿いに商店やレストランが数件ある。その他の民家は広範

囲に点在する散村。 

(3) 学校、公共施設 小学校（250 人）、隣村の Kimoso 村にも小学校がある 

(4) 電力 幹線道路沿いに電線があり、一部の民家は電気を利用している。 

(5) アクセス 未舗装の幹線道路沿いで、アクセス良い。 

(6) 地形 山麓緩斜面 

(7) 産業 農業（トウモロコシ主体）・畜産 

(8) 集落の部族構成 カレンジン族系のトゥゲン族 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 6km 先の別の村に深井戸（商業電源を用いたい水中ポンプ揚水）があり水

料金は 2Ksh/20ℓ、運搬賃を入れると水価は 6Ksh/20ℓとなる。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：2km 離れた乾季に枯れる川（実際は 500m 程度） 
乾季：5km 離れた川、近くの枯れ川の河床にピットを掘って水が染み出す

のを長時間待つ人もいる 

(3) 家畜の水利用 牛は 1 世帯 3 頭程度、1 頭 40ℓ/day 消費する。 

(4) 住民組織 水委員会（委員 13 人）があり、水源を探す活動を行っている。 

(5) 要望する給水施設 深井戸水源の公共水栓、動力源は商業電力網でも良いとのこと。 

３．所感 地溝帯の急崖斜面下部（山麓部）であり、節理の発達した玄武岩地帯でも

あり、地下水の開発は容易と思われる。電線が道路沿いにあり、電力が利

用できる。民家はやはり広範囲に点在しており、集落らしい集落はないの

で、井戸の位置にもよるが、学校と商店・飲食店が数件ある道路沿いの中

心地区付近に公共水栓 1 箇所を設置すれば良い。 

  

Eron 村の中心地（商店が数件ある） 住民への聞き取り調査（トゥゲン族） 
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（13）Kurunbopsoo 村 

調査日：2010 年 6 月 5 日 村落の位置：N00°25′22″、E35°40′39″、標高 1,223m 
聞き取り対象者：教員及び住民 
１．村の概況 
(1) 人口 2400 人（300 世帯） 

(2) 集落形態 学校が井戸の候補サイトになっているが、学校の周辺は森林とブッシュで

見通し悪く、民家が見えない。住居は広範囲に点在している。 

(3) 学校、公共施設 小学校あり、定員を 3 倍にするための増築中。寄宿舎を整備中。 

(4) 電力・通信インフラ 電力なし 

(5) アクセス 舗装道路から 5km 程度未舗装道路を入る。途中、枯れ川が道を横切って浸

食しているところあるが、リグのアクセスは問題ない。 

(6) 地形・地質 地溝帯の急崖下の山麓斜面、玄武岩の露岩が分布している。 

(7) 産業 農業・畜産 

(8) 集落の部族構成 未確認 

２．給水現況 
(1) 既存の安全な水源 小学校が、給水車の水 16m3 を 10,000Ksh で購入している。 

(2) 既存の伝統的水源 雨季：学校の近くの川の水（乾季に枯れる）、上流に Kabarnet の町があり

廃水で汚染されている。 
乾季：6km 離れた川や SM Wataer（民間企業）から購入する。水を運搬し

販売している業者があり、水質は悪いが料金は 15～20Ksh/20ℓと高

い。 

(3) 水因性疾病 下痢やアメーバ赤痢があるとのこと 

(4) 水運搬 給水車は高額で、学校のみが利用している。 
15～20Ksh/20ℓで水を運搬して販売している人もいる。 
大方の住民はジェリ缶を背負って歩く。 

(5) 住民組織 既に水利用者組合がある。 

(6) 要望する給水施設 深井戸水源の公共水栓、動力源はソーラーを要望している。 

３．所感 地溝帯の山麓斜面沿いのため断層が多く発達しているはずであり地下水位

も浅そうである。また節理の多い玄武岩が分布しているので、地下水開発

は容易と思われる。小学校は規模が大きく、また現在高額の給水車の水を

購入しているので、学校付近への公共水栓の設置で良さそう。周辺の村人

は学校に水汲みに集まるものと思われる。 

  

井戸候補地点（学校敷地内） 付近には節理の発達した玄武岩が分布している 
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3-4 他ドナーの援助状況 

バリンゴ県で活動していた主要ドナーはベルギー（BTC：Belgian Tecnical Coorperation）である。

2006 年 12 月末にベルギー援助が終了してからは、政府のコミュニティ開発基金や北部開発関連資金

などによる小規模プロジェクトやローカル NGO が活動している。協力準備調査その１においては、

ベルギー及びローカル NGO によって建設された給水施設の稼働状況について現地調査を実施した。 

（1）ベルギー（BTC） 

表 3-7-3 既存給水施設の現地調査結果表の④参照。 

ベルギーは、1995 年にベルギー製のハンドポンプ（DUBA-Tropic-Ⅱ）を 65 台供与している。

この 65 台のハンドポンプは、13 台が UNICEF の資材提供でドイツ NGO（Misereor）が掘った

井戸（22 本中 13 本成功）に設置され、15 台が NGO の Catholic Diocese に贈与され、37 台が

在庫状態となっていた。そこでベルギーは 2003 から 2006 年に Baringo Water Programm を実施

し、井戸（61 本掘削し 39 本が成功）に、手動運転の DUBA ハンドポンプを 15 台、太陽光発

電を電源とした DC モーターポンプ駆動の DUBA ハンドポンプ 20 台、水中ポンプを 2 台、動

物牽引による DUBA ハンドポンプを 1 台設置している。 

（2）ローカル NGO 

表 3-7-3 既存給水施設の現地調査結果表の③参照。 

Tilong 村（人口 800 人程度、地溝帯の谷底部の平地部）において、民間企業であり NGO で

もある Caltholic Diocese がハンドポンプ付き深井戸を建設し、その後、パプティスト教会が太

陽光揚水式の給水施設へ改良した事例である。現在も問題なく稼動しているが、水栓が１つし

かないので利便性が悪い。 

3-5 地下水開発・水理地質 

地下水開発及び水理地質に関する情報収集と調査分析を行った。（図 3-5-2～図 3-5-7）については、

Ministry of Land Reclamation, Regional & Water Develpoment の Water Resource Assessment & Planning 

Project より抜粋） 

（1）河川の発達 

河川分布図を図 3-5-2 に示す。濃いブルーの河川は年間を通じて河川水が存在する河川で、

薄いブルーは乾季には河川水がなくなる河川である。 

北北東から南南西にかけてリフトバレーにほぼ平行して発達する山岳地帯（高地部）からほ

ぼ直交する方にたくさんの小規模河川が発達している。中央低地では西側または調査地南部の

高地から中央部低地のボゴリア湖にかけて、調査地の西側に位置する河川に向けて恒常的な小

規模河川が発達している。その他の地域は雨季の期間だけ河川が発達する。 

（2）地下水の浸透・移動・排出 

図 3-5-3 に地下水の浸透・移動・排出モデルを示す。西側及び南西側の高地で降った雨は地下

浸透して東西の中位部斜面の岩盤の中を移動して、バリンゴ湖周辺の中央低地または西側のケ

リオ渓谷の河川周辺に排出されると考えられる。 
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（3）既存水源の分布状況 

図 3-5-4 に 1997 に調査された既存水源の分布を示し、水源の特徴を以下に要約する。 

① 降雨量の多い高地では湧水・河川水を水源としている場合が多い。 

② 地下水の移動地域に該当する中位部の斜面では雨季は河川水や湧水を利用している。 

③ 低地部では湖周辺以外、水源が少ない。 

④ 廃棄・運転停止・使用中を含めて高地におけるボーリング井戸の掘削実績は比較的多い。 
 

（4）地下水の賦存形態 

調査地では次の二つの地下水賦存形態が考えられる。 

一つ目の形態として、ケリオ渓谷や中央低地の河川沿いや低地の地表面に広く分布する第四

紀の未固結堆積物（砂層・砂礫層など）の間隙に滞水した地下水（間隙水）である。砂礫層や

砂層が広く、または層厚が厚いと大量の取水が可能である。 

二つ目の形態として、堆積岩や火成岩類には節理や断層に伴う亀裂の多い部分に浸透した地

下水（裂罅水）がある。調査地は玄武岩類や熔結凝灰岩が広く分布しており、これらの地層で

は形成時の冷却作用による収縮に伴う開口亀裂が多く発達しており、堆積岩に発達する節理よ

りも地下水を胚胎する量が多いと考えられる。 

さらにこれらの地層は火山噴火が発生した時にその周辺に発達していた湖や河川沿いに堆

積した砂層や砂礫層を挟在（挟み層）することがあり、ボーリングでこれらの挟み層を掘り抜

くと大量の地下水を取水することも可能である。また調査地にはリフトバレー形成に伴う南北

系の断層群が多く発達しており、堆積岩類でも断層に伴う亀裂帯に遭遇すれば、大量の取水も

可能な場合もある。 

火山岩に発達した節理の例（柱状節理） 河川に堆積した砂礫層 

図 3-5-1 要請地域の地質状況写真 
 

（5）地下水分布 

図 3-5-5 に示すように地表からの 30m 未満の浅い地下水位はバリンゴ湖やボゴリア湖周辺

の低地部および西側河川沿いの地下水排出地域に分布している。高地部及び中間部では地下水

深度は 30m から 300m と幅広い深度に分布していると予測されている。 
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RV-WSB の既存井戸 140 本の掘削データから揚水量は概略 2.5-10m3/hr で、このうち約 39%

は空井戸があった。既存ボーリング工事記録による地形区分での井戸の深さと地下水位は以下

のとおりである。 

表 3-5-1 地形条件によるボーリング井戸の深さ 

地形区分 ボーリング深さ(m) 地下水位(GL-m) ポンプ設置位置(GL-m) 

高地部 100～150 70 ～100 80～120 

中間部 50～100 30 ～50 50～60 

低地部 50m～30m 0 ～30 30～40 

 

（6）地下水揚水量 

図 3-5-6 に示すように、地下水揚水量は降雨の多い高地と地下水排水地域である低地部で 5

～15m3/hr の揚水量があると推定されている。低地部の高揚水地域は、低地に広がる砂礫層や

砂層などの未固結堆積物の中に分布する間隙水である。高地における高揚水地域は、主に火山

岩類の中の裂罅水である。高地部及び低地部と高地部の中間に位置する堆積岩の分布地域では

推定揚水量は 2.5m3/hr と小さな値を示す。調査地の東側の中位部における推定揚水量は 2.5 ～

5m3/hr である。 

（7）地下水のフッ素含有量 

図 3-5-6 に示すように調査地ではバリンゴ湖とボゴリア湖の周辺の低地部で地下水のフッ

素含有量が高い。CDN（Catholic Diocese of Nakuru）が掘削したボーリング井戸では数多くの

ボーリング井戸で高い濃度のフッ素が確認されており、その対応策として独自のフッ素除去装

置が開発され、設置されている。なお、高地部ではフッ素の含有量は低いと予測されている。

既存文献によれば、地下水のフッ素濃度と地質との関係については下記のように考えられてい

る。 

① フッ素は地球上の地殻に比較的多く含まれる元素で、フッ素は単体で存在することはまれ

であり、いろいろな元素と化合しやすく化合物として存在する。 

② フッ素は火山活動に伴う火山ガスや溶液に含まれる。また、海水中に含まれる濃度が高く、

堆積岩類にも多く含まれる。 

③ 風化した堆積岩やそれらが崩壊や浸食作用で移動した堆積物からは、地下水へのフッ素が

溶けやすい状態にある。 
 

地質に起因する地下水のフッ素濃度分布を特定することは不可能に近い。しかし、地層毎（深

度方向）でフッ素濃度が異なることから、取水方法に工夫すればフッ素濃度の高い地域におい

ても、水質基準値を満足する地下水開発の可能性は十分にある。 

したがって、本プロジェクトにおいては、掘削中に帯水層毎でフッ素濃度測定と取水位置、

遮水処置に留意し、丁寧な施工を実施することによって、フッ素濃度を低減させた地下水開発

の可能性について検討する必要がある。 

（8）河川水の汚染 

図 3-5-7 に示すようにコーヒー工場、プランテーション地域では農薬や工場廃水による河川
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水の汚染、また、バリンゴ湖沿岸では養魚場による水質汚染が認められる。 

（9）水利用 

調査地における水利用は飲料水、生活用水、家畜用の水、畑への灌水などの農業用水である。

水源としては、河川水の直接利用、小規模な堰、ため池、浅井戸、湧水、ボーリング井戸など

がある。浅井戸については小規模河川のそばの湿地に単純に深さ 1.5～2.5m の深さで手堀した

穴があるだけで、アジア地域でみられるような井戸壁の石積みなどの構造物は見られなかった。 

（10）アクセス 

入手した縮尺 1/5 万地形図に要望村落の位置と地質図を重ね合わせることによって、概略の

地質・河川との位置関係、背後の集水域の規模、地質構造および主要道路からの距離を読み取

ることができる。表 3-5-2 に水源開発可能性とアクセス状況について一例をまとめたものを示

す。 

表 3-5-2 水源開発可能性とアクセス状況（一例） 

村

落

番

号 

村落 標高 地形・地質 

開

発

可

能

性

アクセス条件 

候

補

地

選

択 

106 Eron Primary 1180 
SAUON SWAMP 湿地の端。

KERIO 川の右岸河川敷堆積

物。 
◎ 道路 C617 のすぐ横 ◎ ◎ 

108 Saonin 1140 
SAUON SWAMP 湿地の中。

KERIO 川の右岸河川敷堆積

物。 
◎ 道路 C617 まで約 1.5km ◎ ◎ 

109 Oinobmoi centre 1170 
SAUON SWAMP 湿地の上流

端。KERIO 川の右岸河川敷

堆積物。 
◎ 道路 C617 のすぐ横 ◎ ◎ 

110 Kapsikoryan 1620 
小規模河川の上流端。 
火山岩 

○

道路から約 500m に入る山地

斜面。 
道路から 60m 下る。 
道路なし 

△ 
道路

建設

○ 

111 Kurumbopsoo 1230 
溶岩台地の南西部山麓緩斜

面。伏流水、火山岩 
○

道路から約 5km トレースで

入る。河川横断 2 か所 
△ ○ 

112 Sironoi 1580 
山地斜面の麓。堆積物と火

山岩 
○

大きな道路から 1km 弱入る

道路なし。 
○ ○ 

113 Kasitet 1280 
溶岩台地の麓のなだらかな

斜面。堆積物と火山岩 
○ 大きな道路から約 9km △ ○ 

114 Sichei 1340 
溶岩台地末端の谷 
河川横 

◎
大きな道路から 13km。 
2.5km 道路必要 

△ × 

115 Kisok 1280 
溶岩台地末端 
小規模河川横 

◎
大きな道路から約 10km トレ

ース沿い。要調査 
△ ○ 

116 Katunoi 1260 
ケリオ川右岸の河川敷。 
堆積物 
揚水量期待できる 

◎
トレースから 2km 
道路なし。平坦地 

△ ○ 

117 Saimet 1570 
溶岩台地末端斜面 
火山岩 

○
急峻な斜面。道路なし。トレ

ースから約 3km。比高 250m 
× × 

118 Kwakeiyon 1360 
溶岩台地末端 
火山岩 

○
トレースから 750m 比高
+30m 
河川横断 1 か所。 

○ △ 

120 Mogorwa 1480 
ケリオ側右岸 
岩盤 

○ トレースあり。要調査 △× × 
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図 3-5-2 河川分布図 
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図 3-5-3 地下水の浸透・移動・排出モデル 
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図 3-5-4 既存水源の分布図 
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図 3-5-5 地下水深度分析 
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図 3-5-6 地下水揚水推定量とフッ素濃度予測 
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図 3-5-7 表流水の水質汚染分布図 
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